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]独創的で優れた研究者の養成
{ 公正で透明性の高い評価制度の構築
独創的で優秀な研究者を養成するためには、若手研究者に自立と活躍の機会を与え、キャリア
パスを見通すことができるよう、若手研究者のポストの拡充を図っていく必要がある。現在、大
学では、若手教員の割合が減少する傾向にある一方、教員は大幅な世代交代を迎えつつあり、こ
の機を捉え、若手研究者のポストを増やすとともに、その採用に際し、能力本位の公正で透明性
の高い人事システム確立のための取組を推進する。
＜推進方策＞
・ 国は、大学及び公的研究機関が、研究者の業績評価に当たって質的な評価を重視し、例えば、
研究開発成果を実用化につなげる取組や教育業績、論文の国際的な評価など、多様な観点から
能力本位の公正かつ柔軟で透明性の高い評価を行うことを求める。また、このような研究者の
評価を、その処遇において適切に反映することを期待する。
・ 国は、大学が、その目的や特性に即して、業績や業務に応じた処遇の見直しを検討し、例え
ば、一定年齢を超えた研究者の再審査や別の給与体系への移行によって、若手研究者のポスト
の拡充や優秀な研究者の登用を図ることを期待する。
・ 国は、大学及び公的研究機関が、その目的や特性に応じて、国際公募によって、国内外から
優秀な人材を登用することを期待する。また、その目的や特性に応じて、年俸制による雇用を
段階的に進めることを期待する。

| 研究者のキャリアパスの整備
優れた研究者を養成するためには、若手研究者のポストの確保とともに、そのキャリアパスの
整備を進めていく必要がある。その際、研究者が多様な研究環境で経験を積み、人的ネットワー
クや研究者としての視野を広げるためにも、研究者の流動性向上を図ることが重要である。一方、
流動性向上の取組が、若手研究者の意欲を失わせている面もあると指摘されており、研究者にとっ
て、安定的でありながら、一定の流動性が確保されるようなキャリアパスの整備を進める。
＜推進方策＞
・ 国は、テニュアトラック制６の普及、定着を進める大学への支援を充実する。これにより、
各大学が、その目的や特性に応じて、テニュアトラック制の導入を進めることにより、テニュ
アトラック制の教員の割合を、全大学の自然科学系の若手新規採用教員総数の３割相当とする
ことを目指す。
・ 国は、競争的に選考された優れた若手研究者が、自ら希望する場で自立して研究に専念でき
る環境を構築するため、フェローシップや研究費等の支援を大幅に強化する。
・ 国は、大学や企業等が協働して、優れた研究者が大学や企業等の間でステップアップできる
ような人事交流を促進することにより、人材の流動化を図ることを期待する。また、大学が、
その目的や特性に応じて、出身校以外の国内外の優れた大学や公的研究機関における経験や実
績を高く評価する人事システムを構築することを期待する。
・ 国は、優れた資質を持つ若手研究者や学生が海外で積極的に研鑽を積むことができるよう、
海外派遣や留学促進のための支援を充実する。また、大学及び公的研究機関が、若手研究者の
採用の際に、海外での研究経験を適切に評価する人事システムを構築することを期待する。

} 女性研究者の活躍の促進
我が国は、第３期基本計画で女性研究者の採用に関する数値目標を掲げ、その登用及び活躍促
進を進めており、女性研究者数は年々増加傾向にある。しかし、その割合は、諸外国と比較して
なお低い水準にある。女性研究者の登用は、男女共同参画の観点はもとより、多様な視点や発想
を取り入れ、研究活動を活性化し、組織としての創造力を発揮する上でも、極めて重要である。
このため、女性研究者の一層の登用及び活躍促進に向けた環境整備を行う。

＜推進方策＞
・ 国は、現在の博士課程（後期）の女性比率も考慮した上で、自然科学系全体で25％という第
３期基本計画における女性研究者の採用割合に関する数値目標を早期に達成するとともに、更
に30％まで高めることを目指し、関連する取組を促進する。特に、理学系20％、工学系15％、
農学系30％の早期達成及び医学・歯学・薬学系合わせて30％の達成を目指す。
・ 国は、女性研究者が出産、育児と研究を両立できるよう、研究サポート体制の整備等を行う
大学や公的研究機関を支援する。また、大学や公的研究機関に対し、柔軟な雇用形態や人事及
び評価制度の確立、在宅勤務や短時間勤務、研究サポート体制の整備等を進めることを期待す
る。
・ 国は、大学及び公的研究機関が、上記目標の達成に向けて、女性研究者の活躍促進に関する
取組状況、女性研究者に関する数値目標について具体的な計画を策定し、積極的な登用を図る
とともに、部局毎に女性研究者の職階別の在籍割合を公表することを期待する。また、指導的
な立場にある女性研究者、自然科学系の女子学生、研究職を目指す優秀な女性を増やすための
取組を進めることを期待する。

^次代を担う人材の育成
我が国が、将来にわたり、科学技術で世界をリードしていくためには、次代を担う才能豊かな子
ども達を継続的、体系的に育成していく必要がある。我が国では、諸外国と比較して、科学につい
て学ぶことに興味を持ち、理数系の勉強が楽しいと答える中学生及び高校生の割合が低いとされて
おり、初等中等教育段階から理数科目への関心を高め、理数好きの子ども達の裾野を拡大するとと
もに、優れた素質を持つ児童生徒を発掘し、その才能を伸ばすための一貫した取組を推進する。
＜推進方策＞
・ 国は、教育委員会と大学が連携し、専科制や特別非常勤講師制度も活用して、理工系学部や大
学院出身者の教員としての活躍を促進することを期待する。
・ 国は、教育委員会と大学が連携し、現職教員研修や教員養成課程において、科学技術に触れる
機会、観察や実験を行う実習の機会を充実するよう求める。
・ 国及び教育委員会は、大学や産業界とも連携し、研究所や工場の見学、出前型の実験や授業、
デジタル教材の活用など、実践的で分かりやすい学習機会を充実する。また、国及び教育委員会
は、学校における観察や実験設備等の整備、充実を図る。
・ 国及び教育委員会は、大学や産業界の研究者や技術者、教員を志望する理工系学部や大学院の
学生等の外部人材が、観察や実験を支援するスタッフとしてより一層活躍できる機会を充実する。
・ 国は、次代を担う科学技術関係人材の育成を目指すスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）
への支援を一層充実するとともに、その成果を広く他の学校に普及するための取組を進める。
・ 国は、国際科学技術コンテストに参加する児童生徒を増やす取組や、このような児童生徒の才
能を伸ばす取組を進めるとともに、「科学の甲子園」や「サイエンス・インカレ」の実施など、科
学技術に対する関心を高める取組を強化する。
・ 国は、国際科学技術コンテストの結果、スーパーサイエンスハイスクールの成果等を大学の入
学試験で評価する取組を支援するとともに、高等学校在籍中における大学の自然科学系科目や専
門科目の履修など、円滑な高大連携に向けた取組を促進する。
・ 国は、科学技術に関する才能を伸ばす観点から、高等学校の生徒がより発展的な内容を学べる
ようにするための方策や大学の入学試験の在り方に関する課題改善等について検討を行う。

４．国際水準の研究環境及び基盤の形成
\大学及び公的研究機関における研究開発環境の整備
{ 大学の施設及び設備の整備
大学が、高度化、多様化する教育研究活動に対応し、優れた人材を惹き付けるとともに、国際
競争力の強化、産学連携の推進、地域貢献、さらには国際化を推進するためには、十分な機能を
持つ質の高い施設や設備を整備する必要がある。大学の施設及び設備の整備は着実に進{してい
るが、財政事情の厳しい中、計画的整備や維持管理に支障が生じていることに加え、今回の震災
により、東北や関東地方の大学において、施設及び設備の損壊や電力不足等による教育研究活動
の停止など深刻な被害が生じている。これを踏まえ、大学の施設と設備の整備や高度化、安定的
な運用確保に向けた取組を促進する。
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